
 

 

久米島町立清水小学校いじめ防止基本方針 

令和 3年 3月改訂 

１ いじめの定義 

 

上記の考え方のもと、本校では全ての職員が「いじめは、どの学校・どの学級でもおこ

りうるものであり、いじめ問題に全く無関係ですむ児童はいない。」という基本認識にたち、

全児童が「いじめのない明るく楽しい学校生活」を送ることができるように、「いじめ防止

基本方針」を策定した。 

いじめ防止のための基本姿勢として、以下の５つのポイントをあげる。 

①いじめを許さない、見過ごさない雰囲気づくりに努める。 

②児童一人一人の自己有用感を高め、自尊感情を育む教育活動を推進する。 

③いじめの早期発見のために、様々な手段を講じる。 

④いじめの早期解決のために、当該児童の安全を保証するとともに、学校内だけでなく

各種団体や専門家と協力して、解決にあたる。 

⑤学校と家庭が協力して、事後指導にあたる。 

 

２ いじめ防止具体策 

（１）いじめのない学校づくりに向けた指導の充実 

   道徳教育、人権教育、生徒指導、学級指導等の充実を図り、また各教科等のあらゆ

る教育活動を通していじめは決して許されるものではないことを教育し、いじめ防止

に努める。 

① 学習指導の充実 

   ・学習指導の充実を図りながら、「規範意識の高い学級」を目指し、学びに向かう集

団作りに努める。 

   ・「わかる授業づくり」「コミュニケーション能力を育む授業づくり」「一人一人の実

態に配慮した授業づくり」を目指し、一人一人が意欲的に取り組む授業づくりに

努める。 

 

 「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児

童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等

が心身の苦痛を感じているものをいう。 

（「いじめ防止対策推進法」より） 

 



 

 

② 道徳教育の充実 

  ・道徳教育を充実させることにより、豊かな心を育み、人間としての生き方の自覚

を促し、児童の道徳的実践力を育成する。 

③ 特別活動の充実 

   ・特別活動の特質である望ましい集団活動を通して、人間関係を築く力を育てる。 

   ・生命や自然を大切にする心や他人を思いやる優しさ、社会性、規範意識などを育

む体験的な学習活動を計画的に行う。 

④ その他 

  ・児童一人一人が、自他の人権の大切さを認め合うことができるよう、様々な機会

を捉えて具体的に指導する。 

   ・教職員の言動が児童を傷つけたり、他の児童によるいじめを助長したりすること

がないよう不適切な言動に注意する。 

   ・いじめをさせないという人権に配慮した学級の雰囲気づくりを心がける。 

 

（２） 職員のいじめ防止に対する意識の高揚及び指導力の向上 

① いじめに関する全教職員対象の校内研修会の実施 

② 教職員の共通理解 

・毎月のいじめアンケート（毎月の人権の日、パワーアップタイムに実施）を基に

児童の異変にいち早く気づきいじめを防止する。また、アンケートの結果や問題

等を全教職員で共通理解する。 

③ いじめ防止等のための職務別ポイント 

《学級担任》 

・日常的にいじめの問題に触れ、「いじめは人間として絶対に許されない」との雰囲

気を学級全体に醸成する。 

・はやしたてたり見てみぬふりをしたりする行為もいじめを肯定していることであ

り、その行為を行わせない。また、いじめの傍観者にならず、いじめを抑止する

ように促す。 

・一人一人を大切にした、わかりやすい授業づくりを進める。 

・教職員の不適切な認識や言動が、児童を傷つけたり、他の児童生徒によるいじめ

を助長したりすることのないよう、指導の在り方には細心の注意を払う。 

《養護教諭》 

・学校保健委員会等の学校の教育活動の様々な場面で命の大切さを取り上げる。 

《生徒指導主任》 

・いじめの問題について生徒指導委員会や職員会議で取り上げ、教職員間の共通理

解を図る。 

・日頃から関係機関等と情報交換をする等、連携を取っておく。 



 

 

（３）「いじめ防止対策委員会」の設置 

① 構成メンバー 

・校長・教頭 

・学級担任・教務主任 

・生徒指導主任・養護教諭 

・必要に応じて関係職員やスクールカウンセラー 

② 定例会の開催 毎月１回（児童支援委員会を兼ねる） 

③ 臨時会の開催 （問題発生時） 

 

（４）保護者地域との連携 

   ① 学校便り等を通して、保護者・地域に対して学校のいじめに関わる対策につい

て周知する。 

   ② ネットいじめの対応 

     ・児童の学校への携帯電話の持ち込みを原則、禁止する。 

     ・保護者会での学級活動を利用して、児童一人一人に対して、インターネット

のもつ利便性や危険性についてしっかり理解させながら、情報機器の適切な

使い方について指導の様子を参観してもらう。 

     ・家庭における情報機器の使用について、保護者と協力して適切に指導できる

よう啓発に努める。 

 

 

３ いじめの発見及び対応 

（１） いじめの芽の早期発見 

① いじめサインを早期に発見する。 

    いじめを早期に発見するためには、学級担任、生徒指導主任等全教職員により、

日常的に注意深く観察し、情報の収集に努める。 

②  いじめの発見 

（ア）日常の観察 

・交友関係の変化 

・体調の変化や表情の変化 

・欠席状況、遅刻、早退の変化 

・服装の乱れや言葉遣いの変化 

・持ち物の紛失や持ち物の変化 

・金銭の使い方の変化 

・保健室の訪問回数等 



 

 

 

（イ）本人・保護者等からの訴え 

・定期的なアンケート調査の実施（なかよしアンケート） 

・教育相談の充実 

・家庭訪問や個人面談での情報交換 

（ウ）教師による直接の発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学校におけるいじめ発見のためのチェックポイント〉 

□遅刻，欠席，早退，遅刻ぎりぎりの登校，時差登校などが増える。 

□忘れ物が多くなり，学習意欲が低下している。 

□表情がさえず，うつむき加減である。 

□活気がなく，おどおどしたり，表情が暗く周囲を気にしたりする。 

□机，椅子，カバンなどが壊されたり，散乱したりしている。 

□授業開始前に学用品，教科書，体育着などが隠されている。 

□授業中，誤答に対して皮肉や笑い声が繰り返し起こったり，正解に対して冷やか

しやどよめきがあったりする。 

□その子を褒めると嘲笑が起こったりしらけたりする。 

□その子どもの隣に誰も座りたがらない。 

□周囲の子がその子の椅子や机に座ろうとしない。 

□黒板や机にあだ名や落書きをされる。 

□保健室の出入りが増え，始業のベルが鳴っても教室に戻ろうとしない。 

□休み時間は一人でトイレなどに閉じこもったり，授業に遅れて入ってきたりする。 

□休み時間や放課後に一人でぽつんとしていることが多い。 

□清掃や給食の片づけなど，仲間の嫌がる作業を一人でしている。 

□さほど親しくない友達と一緒にトイレから出てきたり，遅れて教室に入ってきた

りする。 

□理由のわからないけがが多く，その原因を訪ねると「自分で転んだ」と言ったり

する。 

□頭痛，腹痛，吐き気をよく訴える。 

□「だれかこれやってくれないか」というと特定の子どもの名前が出てくる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）いじめ早期対応 

① いじめのサインに気付いた場合、大きな問題に発展しないように速やかに「予防

介入」を行う。  

  ・情報の共有化を図り、他の職員の協力を得る。 

  ・秘密の厳守を約束して教育相談を行うとともに、主に主任が精神的な支えになる。 

  ・「いじめ対策委員会」を立ち上げる。 

  ・学級活動等で、いじめに関する話題を取り上げるなど、全体的な指導に当たる。 

  ・ふれあいの時間を大切にするとともに、存在感を与えるような学級づくりに努め

る。 

〈家庭におけるいじめ発見のためのチェックポイント〉 

□「転向したい」「学校をやめたい」と言い出す。 

□イライラしたり，おどおどしたりして落ち着きがなくなる。 

□衣服の乱れが見られたり，よく怪我をしたりしている。 

□お風呂に入りたがらなかったり，裸になるのを嫌がっている。 

□学用品や所持品を紛失したり，壊されたりしている。 

□教科書やノートに嫌がらせの落書きをされたり，破られたりしている。 

□食欲がなくなったり，体重が減少したりしている。 

□寝つきが悪かったり，眠れなかったりする日が続く。 

□部屋に閉じこもることが多く，ため息をついたり，涙を流したりしている。 

□先生や友達を批判する。 

□親に隠し事をすることが多くなる。 

□家庭から物品やお金を持ち出したり，余分な金品を要求したりする。 

□親しい友達が家に来なくなり，見かけないものがよく訪ねてくる。 

□言葉遣いが荒くなり，親や兄弟，祖父母などに反抗したり八つ当たりする。 

□外に出たがらない。 

□学校の様子を聞いても言いたがらない。 

□電話に敏感になる。 

□友達からの電話に丁寧な口調で応答する。 

□不審な電話や嫌がらせの手紙や紙切れなどがある。 

□テレビゲームなどに夢中になり，現実から逃避しようとする。 

□親が学校へ出入りすることを嫌う。 

□友達の事を聞かれると怒りっぽくなる。 

□「どうせ自分はだめだ」などの自己否定的な言動が見られ，死や現実を逃避する

ことに関心を持つ。 



 

 

② 本人、保護者等から、いじめの訴えがあった場合、共感的に理解する。 

  ・秘密の厳守を約束し、じっくり話を聞く等、安心感を与える。 

  ・本人の苦痛を親身になって聞く等、理解を十分に示す。 

  ・いじめが解決するまで、しっかり守ることを伝える。 

  ・基本的には、本人の了解を得てから事実関係の究明に乗り出す。 

  ・担任、学校に何をしてもらいたいのかを確かめながら共に考える。   

  ・特に、保護者の訴えに対しては、担任の他に生徒指導主任、校長、教頭等も同席

するなど、複数の教師で対応する。 

③ いじめの現場を教師が直接発見した場合、その場ですぐに介入し、事実関係を明

らかにする。 

  ・いじめを制止し、関係児童全員をその場に残す。 

  ・必要に応じて他の教師の応援を求め、その場でしていたことを具体的な行動や言

葉で把握するなど、事実確認をする。 

  ・その日のうちに、関係児童個々に教育相談を行い、再度事実確認をする。 

④ いじめていた児童、保護者への対応 

  ・保護者については、いじめの概要を説明し理解を求めると共に、今後の家庭教育

の在り方等について改善を求める。 

  ・いじめていた児童に対しては、反省を促すよう指導するとともに、自ら謝罪した

いという気持ちが抱けるまで、個別の関わりを継続的に待つ。 

  ・いじめた児童が抱える問題等、いじめの背景にも目を向けながら、当該児童が二

度といじめを起こさないよう、継続的に指導する。 

  ・スクールカウンセラーによる教育相談の活用 

⑤ いじめられていた児童、保護者への対応 

  ・保護者宅を訪問し、いじめの概要について説明し、謝罪する。 

  ・二度とこのようないじめがないよう、指導の徹底を図ることを約束する。 

  ・いじめられていた児童に対しては、心のケアに努めると共に、安心して学校生活

等が送れるよう守ることを約束する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ご家庭での対応として〉 

１いじめられている事実が判明した場合の対応 

・家庭における「子どもの居場所」を確保する。 

・不安を除去し，安全の確保に努める。 

・「お父さんとお母さんは最後まであなたを守る，一緒に乗り越えよう」とい

うメッセージを送る。 

・学校との連絡を密にし，家庭での様子など些細な事でも学校側に伝える。 

・ひどいいじめの場合には学校を休ませることが必要な場合もある。 

・自己肯定感や自信をもてるような言葉をかけ，激励をする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）いじめが起きた集団（観衆、傍観者）への働きかけ 

   ・いじめの問題について話し合わせるなど、児童全員に自分の問題として考えさせ、

いじめは絶対に許されない行為であり、根絶しようとする態度を行き渡らせるよ

うにする。 

   ・はやし立てたりする行為は、いじめを助長するものであり、いじめと同様である

ことを指導する。 

 

 

（４）ネットいじめの対応 

   ・ネットいじめを発見した（情報を受けた）場合には、いじめ対策委員会で情報を

共有するとともに、教育委員会と連携しながら当該いじめに関わる情報の削除等

を求める。 

   ・児童の生命、身体または財産に重大な被害が生じる恐れがあるときは、直ちに警

察署に通報し、適切に援助を求める。 

 

（５）警察との連携 

   ・いじめが犯罪行為として取り扱われるべきものであると認められる時は、警察署

に通報して対処する。 

 

（６）重大事態への対応 

① 学校いじめ防止対策推進法第２８条により、当該事案が重大事態と判断した場合

には以下のとおり対応する。 

   ・町教育委員会に報告するとともに、直ちに警察署等の関係機関に通報し、適切な

援助を求める。 

   ・当該いじめの対処については、町及び県教育委員会と連携し、医師などの外部専

門家の協力を仰ぎながら、原則として本校のいじめ対策委員会が中心となり、学

校組織をあげて行う。 

   ・いじめを受けた児童やその保護者に対し、調査によって明らかになった事実関係

について、経過報告を含め、適時、適切な方法によりその説明に努める。 

〈ご家庭での対応として〉 

２些細な変化（危険信号）に気づく（特に自殺のサイン） 

・死につながるような発言はないか？ 

・自殺のニュースなどに対し同情する発言はないか？ 

・眠れない様子はないか？ 

・死を賛美する言動はないか？ 



 

 

   ・当該児童及びその保護者の意向を十分に配慮した上で、保護者説明会等により、

適宜、適切に説明するとともに、解決に向け協力を依頼する。 

   ・いじめ対策委員会で再防止案をまとめ、学校組織あげて着実に実践する。 

 

４ いじめ概要説明と今後の対応 

（１）校長は、職員打ち合わせ等で職員にいじめ問題の概要について説明するとともに、

児童指導の徹底を図るように指示する。 

（２）校長は、必要に応じて朝会などを利用し、いじめ問題について取り上げる。 

（３）校長は、必要に応じて保護者あて通知を作成し、保護者の啓発を図る。 

（４）道徳教育、学校活動、生徒指導等を通じて、人権尊重や生命尊重の精神、善悪の判

断等の倫理観の育成に努める。 

（５）いじめ問題は、当事者間の問題だけでなく、学級や学年全体の関連として取り上げ、

根絶に向けて緊急に対応する。 

（６）「いじめ対策委員会」が中心にとなり、今後の対応策を検討する。 

（７）いじめが解決したと思われる場合でも、継続して十分な注意を払い、必要な支援を

行う。 

（８）必要に応じて、PTA、関係機関の協力を得る。 

 

５ 関係機関との連携の流れ 

 

 

 

   

  

  

  

 

 

 

（県関係相談機関の電話番号） 

○久米島町仲泊駐在所：098-985-2014  

○いじめ相談所（沖縄県）：098-886-2900 

○２４時間いじめ相談所（全国）：0570-0-78310 

連絡・報告 
阻止、連絡 

指示 

報
告 

指
示 

（協力要請） 

速報 

（連絡・報告） 

急 行 

いじめ発生 担任等 校長 

保護者 

警察署等 

医療関係 

教頭 

町
教
育
委
員
会 

（連絡・報告） 

（連絡・報告） 


